平成２２年第４回奥多摩町議会定例会　会議録

１　平成22年12月７日午前10時00分、第４回奥多摩町議会定例会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　師岡　伸公君　　第２番　酒井　正利君　　第３番　原島　伸行君

　　　　第４番　須崎　　眞君　　第５番　増田ひさ子君　　第６番　竹内　和男君

　　　　第７番　小澤　春義君　　第８番　鈴木　賢一君　　第９番　清水　典子君

第11番　師岡　　智君　　第12番　前田　悦男君　　第13番　小林　　勤君
第14番　島崎　利雄君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　第10番　澤本　　章君
４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成２２年第４回奥多摩町議会定例会議事日程[第１号]
平成22年12月７日（火）

午前10時00分開会・開議

会　期　　平成22年12月７～12月14日（８日間）

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	議長定例町議会開会・開議宣告
	――

	２
	――
	　　　　　　　　　　　　７番　小　澤　春　義　議員

会議録署名議員の指名

　　　　　　　　　　　　９番　清　水　典　子　議員

	３
	――
	会期の決定について
	決　　定

	４
	――
	議会関係諸報告
	――

	５
	――
	町長あいさつ
	――

	６
	議案第72号
	奥多摩町子ども家庭支援センター条例
	原案可決

	７
	議案第73号
	奥多摩町役場の出張所設置条例の一部を改正する条例
	原案可決

	８
	議案第74号
	奥多摩町公告式条例の一部を改正する条例
	原案可決

	９
	議案第75号
	平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）
	連合審査会

付託

	10
	議案第76号
	平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会

付託

	11
	議案第77号
	平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
	連合審査会

付託

	12
	議案第78号
	平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算
（第２号）
	連合審査会

付託

	13
	議案第79号
	平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算
（第２号）
	連合審査会

付託

	14
	議案第80号
	平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）
	連合審査会

付託

	15
	議案第81号
	児童福祉施設建設工事請負契約の変更について
	原案可決

	16
	――
	陳情書の受付について
	経済厚生常任委員会付託


　　（午前11時45分　閉会）

午前10時00分　開会・開議

○副議長（鈴木　賢一君）　皆さん、おはようございます。

　申し上げます。本日、澤本議長におかれましては、体調不良のため欠席届が提出されております。よって、私、副議長の鈴木が議長の職務を執行させていただきます。

これより平成22年第４回奥多摩町議会定例会を開会します。

　直ちに本日の会議を開きます。

日程第２　会議録署名議員の指名を議題とします。

本件につきましては、会議規則第115条の規定により、議長において指名します。

本定例会の会議録署名議員に、

７　番　小澤　春義議員、

９　番　清水　典子議員、

以上２名を指名します。

次に、日程第３　会期の決定についてを議題とします。

本件については、去る12月２日、議会運営委員会が開かれ、本定例会の運営について協議が行われておりますので、その結果を議会運営委員会委員長師岡　智議員よりご報告願います。師岡　智議員。

〔議会運営委員長　師岡　　智君　登壇〕

○議会運営委員長（師岡　　智君）　皆さん、おはようございます。

　平成22年第４回奥多摩町議会定例会の運営について、去る12月２日、議会運営委員会を開催しましたので、その協議結果を報告します。

　初めに、本定例会の会期でありますが、本日12月７日から12月14日までの８日間とすることに決定いたしました。

　次に、会期中の諸日程でありますが、配付してあります会議予定程表をご覧ください。

まず７日、本日の本会議でありますが、会議録署名議員の指名及び会期の決定、議会関係諸報告に続いて、本定例会の開会にあたり町長よりあいさつがあります。あいさつ終了後、議案が上程されます。

次に、12月８日は連合審査会を開会し、各常任委員会合同で平成22年度補正予算６会計の審査及び採決を行います。続いて、閉会中に陳情１件を受けておりますので、その内容から、連合審査会終了後、経済厚生常任委員会を開会し、審査を行っていただきます。

次に、12月10日は本会議２日目でありますが、一般質問を行います。通告者は６名で、通告順に行いますが、簡潔な質問、応答をされるようご協力をお願いいたします。

また、一般質問終了後に経済厚生常任委員会に付託して審査が行われた陳情の採決を行います。

なお、本陳情については、当町議会の意見書の提出を求めていますので、採択とされた場合は、14日の本会議３日目に議員提出議案として意見書の提出について、経済厚生常任委員会委員長が提出者となり、委員会で採択すべきものに挙手をした議員が賛成者となり追加議案の上程を行うことになります。

次に、12月14日の本会議３日目は、本定例会の最終日であります。連合審査会に付託して審査が行われた平成22年度補正予算の６議案の採決を行い、閉会する予定ですが、追加議案が上程された場合には、追加議案の採決後に閉会となります。追加議案の取り扱いについては、単独上程の即決と決定しております。

次に、本日の審議内容について申し上げます。配付してあります議会運営委員会結果一覧表をご覧ください。

議案の上程については、議案第72号から議案第74号までの条例の制定及び一部改正の３議案については単独上程の即決、議案第75号から議案第80号までの平成22年度補正予算の６議案については、一括上程とし、各常任委員会合同の連合審査会に審査を付託することに決定しております。

次に、議案81号　工事請負契約の変更については、単独上程の即決と決定しております。

次に、陳情の受付でありますが、８日に開会される経済厚生常任委員会に付託することに決定しておりますので、委員会において審査をお願いいたします。

以上が、上程別、採決別、取り扱いを含めた議会運営委員会の協議結果であります。本定例会の運営が効率的かつ円滑に進行しますよう、議員各位のご協力をお願い申し上げ、議会運営委員長の報告といたします。

○副議長（鈴木　賢一君）　議会運営委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　お諮りします。本定例会の会期は本日から12月14日までの８日間とし、議案の上程別及び採決別についても、合わせて委員長の報告のとおり決定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は、本日から12月14日日までの８日間とすることに決定しました。

　なお、本定例会の会議日程については、配付してあります会議予定表のとおり進めたいと思います。ご協力よろしくお願いします。

　また、本日の日程は、お手元に配付のとおりであります。

　次に、日程第４　議会関係諸報告ですが、閉会中の諸報告及び監査委員の例月出納検査報告については、お手元に配付のとおりです。

　次に、閉会中に総務文教常任委員会が開かれておりますので、その概要について、総務文教常任委員会委員長前田悦男議員からご報告願います。前田悦男議員。

〔総務文教常任委員長　前田　悦男君　登壇〕

○総務文教常任委員長（前田　悦男君）　皆さん、おはようございます。総務文教常任委員会委員長報告をいたします。

　議会閉会中に開催した総務文教委員会の委員長報告をいたします。

　本委員会は、去る10月５日午前10時より、委員６名の出席のもと、奥多摩町クリーンセンターの視察を、住民課長、生活環境係長及び議会事務局職員の随行のもとに行いました。

　最初にクリーンセンターの各施設について、業務係長の説明のもと、平成２年３月に竣工した不燃物処理資源化施設を、次に平成６年４月から埋め立てを開始した最終処分場を見学しました。この処分場は、平成24年３月まで埋め立て許可されているとのことであります。次に、最終処分場水処理施設、平成９年３月に竣工した資源物ストックヤードを見学。本体施設である平成元年に竣工したごみ焼却処理施設を見学しました。中でも、この心臓部に当たるごみ焼却炉には、1989年３月（昭和64年）ＮＫＫ製造と刻印され、既に完成から22年以上経過する中で休むことなく稼動してきており、限界を感じているところでもありました。

　各施設を見学し終え、施設３階に設置してある中央監視盤をもとに、燃焼工程や運転状況などについて業務係長から説明を受けました。その後、会議室において施設概要資料により所管課長、各係長から詳細な説明をいただきました。

その後の質疑のもとでは活発な意見交換が行われ、その中の要点を幾つかまとめました。

ごみ処理にかかる費用が年間約１億5,000万円くらいかかり、中でも維持管理の修繕費が年間1,000万円を超えており、施設が老朽化しているため故障等が多い状況である。近隣の市町村では、ごみ処理の費用は１キログラム当たり平均80円から100円くらいかかるが、当町では、平成21年度に１キログラム当たり59.7円である。ごみ処理については広域化が求められているところから、西秋川衛生組合へ受け入れのお願いを始めたところだが、施設の延命を行うためには維持経費は今後も必要であり、ごみの減量化を住民に協力のお願いを行っている。ごみ料金を定額制から従量制への変更もごみの減量につながるのではないかなど、その他施設の管理運営に関する意見等が出されました。

また、資料の中でダイオキシン類などの各種分析結果を見ると、すべて基準値以下の数値を示している状況であり、この老朽化した施設機能の維持確保に努力している職員に、改めて感謝するところであります。

また、日ごろの収集業務についても、地域住民からも感謝の声があることを申し添えます。

以上で、総務文教常任委員会委員長報告といたします。

○副議長（鈴木　賢一君）　総務文教常任委員会委員長の報告は以上のとおりであります。

　次に、同じく、閉会中に秋川衛生組合議会第２回定例会が開かれておりますので、その概要について、秋川衛生組合議会議員師岡　智議員からご報告願います。

〔11番　師岡　　智君　登壇〕

○11番（師岡　　智君）　それでは、私の方から、平成22年第２回秋川衛生組合議会定例会の報告をいたします。

　去る10月27日午前10時から秋川衛生組合で開かれ、町からは、町長、竹内・原島議員及び私師岡と浜野住民課長が出席をいたしました。

　本会議開会前に、日の出町橋本町長より、本年４月16日、新たな就任に伴うあいさつが行われました。また、日の出町選出議員の４番市倉議員が欠席の報告がありました。

　日程第１では、会議録署名議員に７番星野議員、８番田村議員の指名が行われ、日程第２では会期が本日１日限りと決定されました。日程第３では、管理者から、本議会では案件６件のうち専決３件、議案３件を上程していること。近状については、３月10日に東京都多摩環境事務所の立入検査が実施され、異常が認められなかったこと。また、６月25日に地元町内会と公害防止協議会を開催し、施設の運営が問題なく順調に行われていることを双方で確認できたことなどの報告がありました。

　次に、日程第４　専決第２号　秋川衛生組合職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例、日程第５　専決第３号　秋川衛生組合職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例、日程第６　専決第４号　秋川衛生組合職員一般職の給与に関する条例の一部を改正する条例、以上３件の専決処分については、地方公務員の勤務・給与体系に準ずるもので、それぞれ報告があり、異議なく承認されました。

　日程第７　議案第４号　平成21年度秋川衛生組合会計歳入歳出決算の認定についてが、管理者より提案説明が行われ、会計管理者より、平成21年度収入済額２億4,597万7,940円、支出済額２億2,281万4,056円で、歳入歳出差引残高2,316万3,884円を翌年度へ繰り越したことの説明があり、質疑・討論なく、採決の結果、原案どおり承認されました。

　次に、日程第８　議案第５号　平成22年度秋川衛生組合組織市町村の分賦金の変更についての提案説明が行われ、平成21年度の繰越金が当初見込みを上回ったこと等により、分賦金2,320万円を減額することで採決の結果、原案どおり可決されました。これにより、各組織市町村の内訳は、あきる野市が1,376万9,000円の減額で１億196万3,000円、日の出町が273万8,000円の減額で2,027万2,000円、檜原村は229万2,000円の減額で1,697万4,000円、奥多摩町が440万1,000円の減額で3,259万1,000円となり、当初予算分賦金総額１億9,500万円が１億7,180万円となりました。

　日程第９　議案第６号　平成22年度秋川衛生組合会計補正予算（第１号）の提案説明が行われ、歳入については、分賦金2,320万円の減額と前年度繰越金1,368万円を増額し、歳出については、し尿・汚泥の排出量の減少により施設運営費を見直し、952万円を減額するもので、採決の結果、原案どおり可決されました。

　以上で、第２回秋川衛生組合議会定例会の報告を終わります。

○副議長（鈴木　賢一君）　秋川衛生組合議会の概要報告は以上のとおりであります。

　以上で、閉会中の諸報告は終わりました。

次に、本定例会の開会に当たり、町長よりあいさつがあります。河村文夫町長。

〔町長　河村　文夫君　登壇〕

○町長（河村　文夫君）　おはようございます。

　本日より地方自治法及び奥多摩町条例に基づき、平成22年第４回奥多摩町議会定例会を招集をさせていただきました。

　平成22年も師走に入り、余すところ20日余りで新しい年を迎えようとしておりますが、昨年８月の衆議院選挙において民主党への政権交代が行われ、９月に発足した鳩山連立内閣が短期間で崩壊し、管連立内閣に交代したものの、景気の回復どころか政権運営に汲々としており、国政の混迷により先の見えない状況が続いております。しかしながら、私は地域住民の福祉の向上、安全安心の地域づくりは創意工夫をもって推進していかなければならないと考えております。

　次に、今定例町議会に町長提案いたします案件は、条例の制定１件、条例の一部改正２件、補正予算６件、工事請負の変更１件の計10件であります。ご提案いたします案件につきましては、議事日程に従い案件ごとに担当課長から提案説明を申し上げますが、私から概要についてご説明を申し上げます。

　議案第72号　奥多摩町子ども家庭支援センター条例は、現在建設中の児童福祉施設を平成23年４月１日に、子どもと子育て家庭を支援し、住民が安心して子どもを産み育てることができる家庭環境及び地域環境の形成を図るため、「奥多摩町子ども家庭支援センター」として開館するための条例を制定するものであります。

議案第73号は、奥多摩町役場の出張所設置条例の一部を改正する条例で、平成23年４月１日から奥多摩町子ども家庭支援センターが開館するにあたり、古里出張所の機能を現在の文化会館から移行するための条例整備をするものであります。

　議案第74号　奥多摩町公告式条例の一部を改正する条例は、「奥多摩町役場の出張所設置条例の一部を改正する条例」に伴い、公告式の掲示場所の規定を整備するものであります。

　議案第75号から議案第80号までは、一般会計、特別会計、企業会計の各会計の補正予算であります。特に一般会計につきましては、年度当初のごあいさつでもお話し申し上げましたように、森林セラピー事業の母体設立のための準備が進んでおります。したがいまして、来年の４月を目途に一般財団（仮称）奥多摩地域振興財団を設立するための5,000万円の出捐金を予定しております。

　なお、この出捐金につきましては、金子健一氏からいただきました１億円の寄附の財源をもとに、この財団の出捐を行ってまいりたいというふうに考えております。

　次に、議案第81号　児童福祉施設建設工事請負契約の変更については、平成22年３月24日締結したこの契約について、内容の一部に変更が生じたことに伴い、議会の議決を求めるものであります。

　以上、町長提案案件の概要を申し上げましたが、ご審議の上、ご決定をいただきますようよろしくお願い申し上げます。

　終わりに、経済低迷により国都の財政環境は非常に厳しい状況が続く中、国都に依存する割合の高い町の財政は、その影響により今後も厳しい状況であると考えております。

　特に歳入財源を都財政に大きく依存する自治体として、東京都市町村総合交付金の財源確保が最重要課題であると考えております。このため、引き続き行政改革等内部努力と事務事業の見直し等を行い、効率的な事務事業の執行を図ってまいります。

　政府に対しましては、12月１日、全国の町村長がＮＨＫホールに参集し、全国町村長大会が開催され、９項目の決議とＴＰＰに関する特別決議が満場一致で採択され、全国町村会役員が各党、政府に対して要望活動を行いましたので、ご報告を申し上げます。全文につきましては、お手元に配布をいたしましたので、ご覧いただきたいと思います。

　さらに、平成23年度東京都予算の内示後の来年１月中旬には、東京都町村会・市長会合同の重点事項の財源確保のための復活要望も予定されておりますので、他市町村長と連携し、今後も努力してまいります。

　議員皆様方には、なお一層のご理解、ご協力をお願い申し上げまして、第４回定例会のごあいさつといたします。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で、町長のあいさつは終わりました。

　これより議案審議に入ります。

　日程第６　議案第72号　奥多摩町子ども家庭支援センター条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。福祉保健課長。

〔福祉保健課長　若菜　伸一　登壇〕

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　議案第72号　奥多摩町子ども家庭支援センター条例につきまして、提案理由のご説明を申し上げます。

　理由につきましては、児童福祉施設が完成するため、条例を制定する必要がある、でございます。

　次のページをお開きください。新設の条例でございますので、朗読をもって説明とさせていただきます。

　奥多摩町子ども家庭支援センター条例。

　目的及び設置、第１条　子どもと子育て家庭を支援し、住民が安心して子どもを産み育てることができる家庭環境及び地域環境の形成を図るため、奥多摩町子ども家庭支援センター（以下「センター」という。）を設置する。

　名称及び位置、第２条　センターの名称及び位置は次のとおりとする。名称、奥多摩町子ども家庭支援センター、位置、奥多摩町小丹波108番地。

　事業、第３条　センターは次に掲げる事業を行う。

　１号　子どもと家庭に関する総合的な相談に関すること。

　２号　子育て支援サービスの調整に関すること。

　３号　地域における子育ての活動の促進に関すること。

　４号　関係機関との連携及び調整に関すること。

　５号　子育てに係る交流事業に関すること。

　６号　子育てに関する情報の収集及び提供に関すること。

　７号　前各号に定めるほか、町長が必要と認める事業。

　休業日、第４条　センターの休業日は、次のとおりとする。

　１号　奥多摩町の休日に関する条例（平成元年条例第３号）に規定する休日。

　２号　前号の規定にかかわらず、町長が管理運営上必要があると認めるときは、この限りでない。

　開業時間、第５条　センターの開業時間は、午前８時30分から午後５時15分までとする。ただし、町長が必要と認めるときは、この限りでない。

　管理運営、第６条　センターの管理運営は、福祉保健課においてこれを行う。

　委任、第７条　この条例に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。

　附則といたしまして、この条例は、平成23年４月１日から施行する、というものでございます。

　なお、町長のごあいさつにもございましたとおり、子ども家庭支援センター施設の整備に伴いまして、古里出張所を文化会館から当該施設に移す計画でございます。これによりまして、窓口業務における住民サービスの利便性の向上が図れるものと考えております。

　以上で、議案第72号の説明を終わらせていただきます。ご審議をいただきまして、ご決定を賜りますようよろしくお願いをいたします。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第72号の質疑を行います。１番師岡議員。

○１番（師岡　伸公君）　平成23年４月１日から施行ということで、現在、氷川の福祉会館にございます支援センターの今後の機能、もしくは連携というものは、どのような形になると予想されますでしょうか。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　１番師岡議員のご質問にお答えをいたします。

　現在、氷川地区にございます子ども家庭支援センターにつきましては、今後、子育て支援関係の団体と連携をとりながら活用方法を模索していくということで、現在、作業を進めております。以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑。５番増田議員。

○５番（増田　ひさ子君）　この施設には、何人ぐらいの職員の方を配置される予定でしょうか。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　現在、私どもでは、職員３名体制を考えております。これによりまして窓口の対応等を全員でやっていくという体制を考えております。以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございませんか。師岡議員。

○11番（師岡　　智君）　ちょっと簡単なことなんですけど、一応開館時間が５時15分と書いてございます。特に子どもさん小さい方、その他については、そんなに遅くまではいないと思いますが、その他について「町長が認めるときは、この限りではない」と書いてございますけれども、何か特殊な形においてもっと時間を延長したいとか、子どもが学校へ行っているのを待っているとか、いろんな形でそういうのがあるのかなと思いますが、その辺のところでの連携等はどういう形で、この開館時間等も合わせてやられるのかなということと、それからもう１点、今回、事業費の変更のあと除いていますけど、この図面等を見ますと、要するに、１階部分に喫茶云々、談話室もございますが、これはどこをどういう形で運営をされるお考えがあるのかなと思いますけど、その辺をちょっとお願いします。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　11番師岡　智議員のご質問にお答えをいたします。

　まず、１点目の時間でございますけれども、これは窓口業務の時間というふうにご理解をいただきたいと思います。ですから、子どもさんがバスを待っている、あるいは異世代の交流の場ということで、１階部分については19時まで開館をしているという予定でございます。

　２点目のご質問につきましては、後ほど議案第81号の方でお答えをさせていただきます。

　以上でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第72号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第72号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これに異議はありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第６　議案第72号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第72号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第７　議案第73号　奥多摩町役場の出張所設置条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第73号　奥多摩町役場の出張所設置条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明をいたします。

　理由でございますが、古里出張所設置場所の変更及び小河内出張所を廃止するため、規定を整備する必要があるためでございます。

　古里出張所につきましては、議案第72号でご決定いただきました奥多摩町子ども家庭支援センターで出張所事務を取り扱うことにより、窓口機能を充実させるため、また、小河内出張所につきましては、昭和33年４月にその業務を開始し、昭和40年３月に業務を廃止いたしました。その後、連絡業務を奥多摩農業協同組合にお願いした経緯はございますが、実際の出張所業務の取り扱いがないまま条例上のみ残っておりましたので、廃止するため規定を整備するものです。

　内容ですが、新旧対照表１ページをご覧ください。

　奥多摩町役場の出張所設置条例でございます。

　第２条中、出張所の位置を「小丹波82番地」から「小丹波108番地」に変更し、名称を「奥多摩町役場古里出張所」のみとし、所管区域を「奥多摩町全域」に改めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、平成23年４月１日から施行する。

　以上で、議案第73号の提案説明とさせていただきます。ご審議をいただき、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で、説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第73号の質疑を行います。

質疑ありませんね。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第73号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第73号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　異議なしと認めます。

これより採決します。

　日程第７　議案第73号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第73号については原案のとおり可決されました。

　次に、日程第８　議案第74号　奥多摩町公告式条例の一部を改正する条例を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。総務課長。

〔総務課長　原島　　肇君　登壇〕

○総務課長（原島　　肇君）　議案第74号　奥多摩町公告式条例の一部を改正する条例につきまして、提案のご説明をいたします。

　理由でございますが、奥多摩町役場の出張所設置条例の一部を改正する条例に伴いまして、公告式の掲示場所の規定を整備する必要があるためでございます。

　出張所が古里出張所１カ所となりましたことから、公告式の掲示場所を今までどおり確保するため条文の整備を行います。

　内容ですが、新旧対照表の２ページをお願いいたします。

　奥多摩町公告式条例でございます。

　第２条中、「各出張所前」を「古里出張所及び旧小河内出張所前」に改めるものでございます。

　附則といたしまして、この条例は、平成23年４月１日から施行する。

　以上で議案第74号の提案説明とさせていただきます。ご審議をいただき、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第74号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第74号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第74号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第74号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数であります。よって、議案第74号については、原案のとおり可決されました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、11時00分から再開といたします。

午前10時43分　休憩

午前11時00分　再開

○副議長（鈴木　賢一君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、日程第９　議案第75号　平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）、日程第10　議案第76号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）、日程第11　議案第77号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、日程第12　議案第78号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）、日程第13　議案第79号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）、日程第14　議案第80号　平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）、以上６件を一括して議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。村木副町長。

〔副町長　村木　義雄君　登壇〕

○副町長（村木　義雄君）　議案第75号から議案第80号までの平成22年度奥多摩町一般会計を始めとする６会計の補正予算について、提案の説明を申し上げます。

　初めに、議案第75号　平成22年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）でございます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条で規定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億707万1,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ59億413万1,000円とするものでございます。

　２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　それでは、内容について説明申し上げます。

　まず、１ページの歳入でございます。

　歳入のうち地方譲与税は、地方道路譲与税299万9,000円を減額し3,298万6,000円に、国庫支出金の補助金で住宅費の公営日向住宅地上波デジタル放送対応設備改修事業交付金90万円を追加し１億2,143万円とするものでございます。

　次に、都支出金の負担金は、行旅死亡人取扱費負担金49万2,000円の増、補助金は民生費で救急医療情報キット支給事業・ファミリーサポートセンター事業補助金等272万3,000円増、衛生費で新型インフルエンザワクチン接種助成費臨時補助金140万4,000円増、農林水産業費で国有農地管理費補助金等１万9,000円増、土木費で市町村土木費補助金1,432万3,000円減、教育費ではスクールソーシャルワーカー活用事業・放課後子ども教室推進事業補助金等114万3,000円増となり、補助金計903万4,000円の減となります。

　都委託金では、総務費で選挙費委託金313万円減、教育費で理科支援員等配置事業委託金54万9,000円減で、委託金計367万9,000円の減となり、都支出金計は差し引き1,222万1,000円を減額し、22億5,381万6,000円とするものでございます。

　次に、財産収入の財産運用収入は、財産貸付収入29万2,000円増、財産売払収入は栃久保町有地売払収入332万6,000円増となり、計361万8,000円を追加し4,472万8,000円に、繰入金では、特別会計繰入金30万4,000円減、基金より財政調整基金5,200万円、公共施設整備基金1,550万円、観光施設等整備基金5,000万円の計１億1,750万円の増を行い、繰入金計では１億1,719万6,000円を追加し、２億287万8,000円とするものでございます。

　次に、諸収入では、雑入で57万7,000円を追加し４億725万5,000円とするもので、今回の歳入補正の総額につきましては、１億707万1,000円を追加し、59億413万1,000円とするものでございます。

　２ページ、歳出でございます。

　議会費は、人件費の補正で89万8,000円を減額し9,973万4,000円に、総務費は、総務管理費で日向人道橋設置工事200万円増ほか人件費の補正で437万7,000円の増、徴税費15万1,000円の減、戸籍住民基本台帳費13万2,000円の減は人件費の補正、選挙費は参議院議員選挙の執行による不用額と人件費の補正で232万8,000円の減、統計調査費は備品購入費５万7,000円の増、監査委員費13万1,000円の減は人件費の補正で、総務費計では169万2,000円を追加し、９億8,513万2,000円とするものでございます。

　次に、民生費では、社会福祉費で国保会計事業勘定繰出金5,000万円増、救急医療情報キット支給事業委託料50万円増、ほか過年度国都補助金返還金・人件費の補正等で5,976万6,000円の増、児童福祉費では、子ども家庭支援センター事業費79万円増、ほか過年度都補助金返還金・人件費の補正で100万1,000円の増、国民年金費は人件費５万円の減となり、民生費計では、6,071万7,000円を追加し10億7,490万8,000円とするものでございます。

　次に、衛生費では、予防費で新型インフルエンザワクチン接種委託料・接種費助成金187万3,000円増、ほか人件費の補正で227万7,000円の増、清掃費では、ごみ処理事業費447万1,000円増、秋川衛生組合分賦金440万1,000円減ほかで差し引き7,000円の増となり、衛生費計では228万4,000円を追加し４億6,075万3,000円とするものでございます。

　次に、農林水産業費の農業費19万3,000円の増は主に人件費の補正で、林業費では、森林セラピー事業推進のため送迎用マイクロバス購入費及び仮称「奥多摩地域振興財団」設立に伴う出捐金5,000万円、愛宕山頂上付近の応急治山工事450万円増で、計5,845万2,000円の増、水産業費は人件費の補正で１万4,000円の増となり、農林水産業費計では、5,865万9,000円を追加し８億3,275万4,000円とするものでございます。

　次に、商工費では、観光費の観光施設維持管理費196万9,000円増、ほか人件費の補正で121万7,000円を追加し３億2,833万9,000円とするものでございます。

　次に、土木費では、土木管理費は地籍調査費214万3,000円増、ほか人件費で145万7,000円の増、道路橋梁費では、都補助道路新設改良事業減ほかで3,726万1,000円の減、住宅費は修繕費と人件費の補正で209万6,000円の増。次に、３ページをお開きください。下水道費は繰出金991万8,000円の減となり、土木費計では4,362万6,000円を減額し８億5,982万円とするものでございます。

　次に、消防費では、常備消防事務委託費788万6,000円増ほかで837万7,000円を追加し、２億4,210万4,000円とするものでございます。

　教育費では、教育総務費で人件費68万3,000円の減、小学校費で古里小アスベスト除去工事ほか1,061万4,000円の増、中学校費も氷川中アスベスト除去工事ほか504万9,000円の増、給食費で臨時職員賃金ほか人件費の補正で32万円の増、社会教育費は民家模型移設工事ほか335万7,000円の増、保健体育費では国民体育大会実行委員会補助金ほか体育施設維持費で96万5,000円を増額するもので、教育費計では1,962万2,000円を追加し５億6,387万8,000円とするものでございます。

　次に、公債費は長期債の利子78万6,000円を減額し４億4,588万5,000円に、予備費で調整を行い、歳出合計の補正額は歳入と同様に１億707万1,000円を追加し59億413万1,000円とするものでございます。

　以上で、議案第75号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第76号　平成22年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」によるものでございます。

　内容について説明を申し上げます。１ページをお開きください。

　歳出の総務費のうち、一般管理費で人件費20万2,000円を減額、利用管理費で需用費20万2,000円を増額とするもので、歳出の内容変更を行うもので、総額の変更はございません。

　以上で、議案第76号の説明を終わらせていただきます。

　次に、議案第77号　平成22年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

　歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ7,746万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億9,113万8,000円とするものでございます。

２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」によるものでございます。

内容について説明申し上げます。１、２ページをお開きください。

歳入でございます。

療養給付費交付金は、退職被保険者等療養給付費交付金2,746万7,000円を追加し4,746万8,000円に、繰入金は一般会計繰入金5,000万円を追加し１億1,589万8,000円とするもので、歳出では、総務費で職員旅費２万円を追加し701万5,000円に、保険給付費の療養諸費は一般・退職被保険者療養給付費6,443万7,000円、高額療養費は一般・退職被保険者高額療養費1,300万円の増をそれぞれ見込み、保険給付費計では7,743万7,000円を追加し５億9,433万7,000円に、保健事業費は郵券代１万円を追加し804万4,000円とするもので、補正の総額は、歳入歳出それぞれ7,746万7,000円を追加し７億9,113万8,000円とするものでございます。

以上で、議案第77号の説明を終わらせていただきます。

次に、議案第78号　平成22年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ595万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億2,402万8,000円とするものでございます。

２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」によるものでございます。

１、２ページをお開き願います。

歳入の繰入金は、一般会計からの繰入金113万円及び基金繰入金482万円の計595万円を追加し１億6,487万5,000円に、歳出の総務費では、人件費で113万円を追加し4,588万3,000円に、保険給付費は高額介護サービス等費400万円を追加し６億3,338万円に、地域支援事業費は過年度都補助金返還金30万4,000円を追加し3,655万8,000円に、諸支出金は過年度支払基金還付金82万円増及び一般会計繰出金30万4,000円減で、差し引き51万6,000円を追加し795万2,000円とするもので、補正の総額は、歳入歳出それぞれ595万円を追加し７億2,402万8,000円とするものでございます。

以上で、議案第78号の説明を終わらせていただきます。

次に、議案第79号　平成22年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第２号）について説明申し上げます。

歳入歳出予算の補正でございますが、第１条、既定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ200万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ14億1,400万円とするものでございます。

２として、既定の歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」によるものでございます。

１、２ページをお開きください。

歳入の繰入金は、一般会計からの繰入金を991万8,000円減額し３億3,938万8,000円に、諸収入は消費税還付金791万8,000円を追加し1,791万9,000円とするものでございます。

歳出の総務費は、奥多摩処理区維持管理費92万6,000円増及び人件費で79万4,000円を追加し9,314万3,000円に、事業費の下水道事業費及び浄化槽市町村整備推進事業費は主に人件費の補正で、243万5,000円を減額し12億273万4,000円に、予備費で35万9,000円減額調整し、補正の総額は、歳入歳出それぞれ200万円を減額し14億1,400万円とするものでございます。

以上で、議案第79号の説明を終わらせていただきます。

次に、議案第80号　平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）について説明申し上げます。

第２条、平成22年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の予定量（２）年間患者数入院「9,125人」を「9,490人」に改めるものでございます。

第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を補正するもので、収入は、医業収益で入院収益803万円増、外来収益を439万2,000円減、医業外収益で都補助金410万円の増を見込み、収入補正予定額773万8,000円を追加し４億9,623万8,000円に、支出は、医業費用で診療材料費290万4,000円増ほか人件費等で、支出補正予定額773万8,000円を追加し４億9,623万8,000円とするものでございます。

第４条、予算第６条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費、１職員給与費「２億7,764万3,000円」を「２億8,312万円」に、次のページをお願いします。第５条、予算第７条に定めた他会計からの補助金、２都支出金「6,844万1,000円」を「7,254万1,000円」に、第６条、予算第８条に定めた棚卸資産購入限度額「5,580万円」を「5,870万4,000円」に改めるものでございます。

以上で、議案第80号の説明を終わらせていただきます。

　以上、議案第75号から議案第80号までの一般会計、特別会計、企業会計の６会計についての補正予算の説明をさせていただきました。今後の予算執行に欠かせない予算でございますので、ご審議を賜りご決定をいただきますようお願い申し上げます。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　お諮りします。ただいま上程の議案第75号から議案第80号までについては、会議規則第37条の既定により、所管の各常任委員会に審査を付託するところですが、両委員会合同で開催する連合審査会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、議案第75号から議案第80号までについては、連合審査会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査が終了するようお願いします。

　次に、日程第15　議案第81号　児童福祉施設建設工事請負契約の変更について、を議題とします。

　これより提案理由の説明を求めます。企画財政課長。

〔企画財政課長　加藤　一美君　登壇〕

○企画財政課長（加藤　一美君）　議案第81号　児童福祉施設建設工事請負契約の変更についてご説明をさせていただきます。

　提案の理由でございますが、平成22年３月24日に締結したこの契約について、内容の一部に変更が生じたことに伴い、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年条例第16号）第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。

　変更の内容でございますが、変更前の金額が１億1,550万円、変更後の金額が１億2,498万6,750円となります。

　変更工事の概要につきましては、所管の課長より説明をさせていただきます。

　ご審議の上、ご決定いただきますようお願いいたします。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　それでは、議案第81号の変更工事の概要につきましてご説明を申し上げます。

　議案書の２ページ目をお開きください。

　１の工事件名から５の請負業者までは記載のとおりでございます。

　６の変更理由につきましては、建築工事において確認申請時の建築主事の指導により、耐火性向上のため内外装工事、ガラス工事を変更するものです。

　また、電灯コンセント設備につきましては、奥多摩町地球温暖化防止実行計画に基づきまして、長寿命化、省エネルギー性の向上のため、照明器具をＬＥＤに変更するものでございます。その他、現場精査の結果、変更するものです。

　７の変更概要につきましては、内外装工事、ガラス工事、電灯コンセント設備、外構工事各一式の変更となります。

　お手元の資料を１枚おめくりください。平面図でございます。

　左側が１階、右側が２階平面図の変更図面でございます。それぞれ建物右が東、文化会館側、下が南、多摩川側、上が北、国道側で、赤く塗った部分が変更箇所でございます。

　１階部分では、ホールや通路を始め内壁を強化石膏ボードに変更しております。２階部分では、階段上部の廊下に面する壁を強化石膏ボードに変更しております。

　なお、変更点ではございませんが、各部屋の配置につきまして簡単にご説明をさせていただきます。左側の図面をご覧ください。

　１階玄関を入って右手が事務室で、各種申請、証明等の申請の受付窓口となります。その左側が多目的室、右側が相談室、廊下の突き当りが喫茶・談話室でございます。

先ほど11番師岡　智議員からご質問のございましたこの事業者でございますけれども、障がい者の就労の場として考えております。現在、障がい者の支援団体でありますカモンミールへの委託の方向で調整をしているところでございます。

１枚おめくりをください。立面図でございます。

同様に赤く塗った部分が変更箇所でございます。左上の図が東面、文化会館側から見た図でございます。左下の図が南面、多摩川側から見た図でございます。

主な変更点では、外壁の１階の部分を不燃サイディングから杉板に、２階の一部を杉板から不燃サイディングに変更しております。また、右上の図が北面、国道側から見た図でございます。その下の図が西面、氷川側から見た図でございます。それぞれ２階部分の外壁の一部を杉板から不燃サイディングに変更しております。

最後のページをご覧ください。電灯配線設備平面図でございます。

左側が１階、右側が２階平面図の変更図面でございますが、赤く塗った部分がＬＥＤ照明に変更する箇所でございます。１階では、玄関を除くすべての照明をＬＥＤに変更いたします。２階では、廊下部分とトイレをＬＥＤ照明に変更をいたします。

以上で、議案第81号の変更工事概要の説明を終わらせていただきます。ご審議をいただきましてご決定を賜りますようお願いをいたします。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で説明は終わりました。

　これより、ただいま上程の議案第81号の質疑を行います。質疑ございませんか。９番清水典子議員。

○９番（清水　典子君）　設計の場所で、今回の補正に載った場所ではないんですけれども、児童館の方のキッズプレイルーム横にあるトイレなんですが、ここは「だれでもトイレ」になっていますけど、ここは乳幼児用のトイレがきちんと設備がついているのかどうかお聞きしたかったんですが、数と。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　ただいま９番清水議員からのご質問にお答えをいたします。

　２階のだれでもトイレでございますけれども、これは主に、オストメイトに対応できるトイレということで、当然、乳幼児からご高齢の方、障がい者の方までご利用がいただけるという内容でございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　清水典子議員。

○９番（清水　典子君）　だれでもトイレというから、一般用のトイレのあれじゃなくて、小さい子が使うトイレがきちんとここについているのかどうかというのをお聞きしたいんですね。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　９番清水議員のご質問にお答えをいたします。

　特に幼児用というのは設置をしてございませんけれども、幼児については、親御さんと合わせておいでをいただくということもありますので、その辺で使用は可能だと考えております。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございませんか。13番小林議員。

○13番（小林　　勤君）　この電灯の変更なんですけど、２階の遊戯室、キッズプレイルームかな、ここにも当然照明があるわけですよね、ありますよね。これは、なぜここだけは変更ないんですか。これだけ大きな広い部屋なんだと思うんですけど。２階は、今、説明だと廊下とトイレという説明でしたよね。何かこう見たところ、こっちの方が主のような気がするんですけどね。この辺は何か特別な理由があるのかね。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　小林議員のご質問にお答えをいたします。

　照明の関係でございますけれども、この理由につきましては、乳幼児あるいは幼児等の利用する赤ちゃんフラット、あるいはキッズプレイルーム、遊戯室につきましては、通常落ち着くと言われております暖色系の照明を計画しております。現在のところ、ＬＥＤ照明にこの部屋の色調に合う暖色系のものがないため、ここについては従来の蛍光灯を利用するということでございます。

○副議長（鈴木　賢一君）　11番師岡　智議員。

○11番（師岡　　智君）　子ども連れの遊び場って非常にすばらしいと思いますけれども、この２階の部分に砂場を予定してあったり、屋上緑化にしておりまして、子どもたちがここで遊べるようになっております。特にこっちにはないんですけれども、今まであそこに遊技場がちょっとありましたけど、あそこには若干の遊具があったと思うんですが、これらはこういった屋上等に設置できるのかどうか。せっかく子どもたちが遊ぶのに、ただ芝生で、一応遊ぶのも結構ですけれども、若干そういうのもほしいんじゃないかなと思いますので、その辺が今のが使えるのか、それとも今回の中で新たに見つけるのか。

　それからあとは、これも２階ですから、子どもたちが転落することはないと思いますが、今あちこちで転落事故なんか出ていますので、このフェンスの高さっていうのは、ちょっとこの図面ではわかりきれないんですけれども、十分これには注意していただきたいなと思いますが、その辺のところはどういう対応をされているのかお聞きします。

○副議長（鈴木　賢一君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　11番師岡議員さんの質問にお答えをいたします。

　まず、１点目の遊具の関係でございますけれども、遊具についてはキッズプレイルームあるいは遊戯室に室内で遊ぶということで予定をしてございます。で、天気のいい日には、もちろん２階の外の屋上で外遊びをしていただくと。暑い時期については、張り出し式のテラスを考えておりますので、日よけ等も予定をしております。

　２階部分の遊び場のフェンスについては、外側を１周覆う予定でございます。

　なお、南側に人家もございますことから、ここについては若干の目隠し等も考えております。

　以上でございます。

○11番（師岡　　智君）　どうか転落防止だけは十分注意してください。

○副議長（鈴木　賢一君）　ほかに質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第81号の質疑を終結します。

　次に、ただいま上程の議案第81号について、討論を省略し、採決したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。

これより採決します。

　日程第15　議案第81号について、原案に賛成の議員は起立願います。

（賛成者起立）

○副議長（鈴木　賢一君）　起立多数と認めます。よって、議案第81号については、原案のとおり可決されました。

　次に、日程第16　陳情書の受付についてを議題とします。

　陳情文書表を事務局長に朗読させます。事務局長。

○議会事務局長（大野　　尚君）　議請願第３号、平成22年12月７日、奥多摩町議会議員殿、奥多摩町議会議長。

　請願書・陳情書の受付について。

　議会に提出された陳情１件について、下記のとおり受け付けたので報告する。

　奥多摩町議会第４回定例会。

　請願・陳情文書表。

　番号、陳情第５号、受付年月日、平成22年11月17日、件名、保育制度改革に関する意見書提出を求める陳情書。陳情人の氏名、西多摩郡日の出町大久野8025－11　山の子会内、全国福祉保育労働組合東京地方本部西多摩支部　執行委員長　後藤京子。

○副議長（鈴木　賢一君）　以上で朗読は終わりました。

　お諮りします。ただいま議題となっております陳情第５号については、会議規則第37条の規定により所管の常任委員会に審査を付託したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　ご異議なしと認めます。よって、陳情第５号については所管の経済厚生常任委員会に審査を付託することに決定しました。今会期中に審査を終了するようお願いします。

　以上で本日の日程はすべて終了しました。

　お諮りします。次の本会議の予定は12月10日となっておりますので、明日12月８日及び12月９日の２日間は休会にしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」との声あり）

○副議長（鈴木　賢一君）　異議なしと認めます。よって、明日12月８日及び９日の２日間は休会とすることに決定しました。

　なお、本会議２日目は12月10日午前10時より開議しますのでご承知おきください。

　本日はこれにて散会します。大変ご苦労さまでした。

午前11時45分　散会

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　奥多摩町議会副議長

　　　　　　　奥多摩町議会議員
　　　　　　　奥多摩町議会議員
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